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【 手 続 補 正 １ 】
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 実 質 的 に 角 柱 状 の 横 断 面 形 状 を も つ 実 質 的 に 角 柱 状 の セ ク シ ョ ン と 、
閉 鎖 底 端 部 （ ５ ８ ） と を 有 す る 容 器 （ ６ ０ ） を 備 え 、 該 容 器 （ ６ ０ ） は 、 丸 い 頂 端 部 を も
つ 円 筒 状 セ ク シ ョ ン （ ５ ２ ） を 更 に 有 し 、
　 前 記 角 柱 状 セ ク シ ョ ン 内 に 実 質 的 に 収 容 さ れ た 陰 極 （ ６ ４ ） と 、
　 前 記 角 柱 状 セ ク シ ョ ン 内 に 配 置 さ れ た 陽 極 （ ６ ８ ） と 、
　 前 記 陽 極 （ ６ ８ ） と 前 記 陰 極 （ ６ ４ ） と の 間 に 配 置 さ れ た セ パ レ ー タ （ ６ ６ ） と 、
　 前 記 丸 い 頂 端 部 に 組 み 付 け ら れ た カ バ ー （ ６ ２ ） と 、 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 電
気 化 学 セ ル （ ３ ０ ） 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 実 質 的 に 角 柱 状 の 横 断 面 形 状 を も つ 実 質 的 に 角 柱 状 の セ ク シ ョ ン を 有
し 、 側 壁 と 、 閉 鎖 底 端 部 （ ５ ８ ） と 、 頂 端 部 と を 更 に 有 す る 容 器 （ ６ ０ ） と 、
　 実 質 的 に 前 記 角 柱 状 セ ク シ ョ ン 内 で 前 記 容 器 （ ６ ０ ） に 配 置 さ れ た 陰 極 （ ６ ４ ） と 、
　 前 記 容 器 （ ６ ０ ） の 前 記 角 柱 状 セ ク シ ョ ン の 円 筒 状 体 積 内 に 配 置 さ れ た 陽 極 （ ６ ８ ） と
、
　 前 記 陽 極 （ ６ ８ ） と 前 記 陰 極 （ ６ ４ ） と の 間 に 配 置 さ れ た セ パ レ ー タ （ ６ ６ ） と 、
　 前 記 容 器 （ ６ ０ ） の 頂 端 部 に 組 み 付 け ら れ た カ バ ー （ ６ ２ ） と 、 を 更 に 備 え る こ と を 特
徴 と す る 電 気 化 学 セ ル （ ３ ０ ） 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 容 器 （ ６ ０ ） は 、 丸 い 頂 端 部 を 有 す る 円 筒 状 セ ク シ ョ ン （ ５ ２ ）
を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 気 化 学 セ ル 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 カ バ ー （ ６ ２ ） は 、 実 質 的 に 丸 く 、 前 記 丸 い 頂 端 部 に 組 み 付 け ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ３ に 記 載 の 電 気 化 学 セ ル 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 シ ー ル 組 立 体 （ ５ ６ ） が 前 記 丸 い 頂 端 部 に 組 み 付 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ３ ま た は ４ に 記 載 の 電 気 化 学 セ ル 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 実 質 的 に 角 柱 状 の 横 断 面 形 状 は 、 実 質 的 に 直 方 体 状 の 断 面 形 状 か
ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 気 化 学 セ ル 。



　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 直 方 体 状 の 断 面 形 状 は 、 実 質 的 に 正 方 形 横 断 面 形 状 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 気 化 学 セ ル 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 容 器 （ ６ ０ ） は 、 ス チ ー ル 缶 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 気 化 学 セ ル 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 実 質 的 に 直 方 体 状 の 横 断 面 形 状 を も つ 実 質 的 に 直 方 体 状 の セ ク シ ョ ン
（ ５ ０ ） と 、 閉 鎖 底 端 部 （ ５ ８ ） と を 有 す る 容 器 （ ６ ０ ） を 備 え 、 該 容 器 （ ６ ０ ） は 、 丸
い 頂 端 部 を も つ 円 筒 状 セ ク シ ョ ン （ ５ ２ ） を 更 に 有 し 、
　 前 記 直 方 体 状 セ ク シ ョ ン （ ５ ０ ） 内 に 実 質 的 に 収 容 さ れ た 陰 極 （ ６ ４ ） と 、
　 前 記 直 方 体 状 セ ク シ ョ ン （ ５ ０ ） の 実 質 的 に 円 筒 状 体 積 内 に 配 置 さ れ た 陽 極 （ ６ ８ ） と
、
　 前 記 陽 極 （ ６ ８ ） と 前 記 陰 極 （ ６ ４ ） と の 間 に 配 置 さ れ た セ パ レ ー タ （ ６ ６ ） と 、
　 前 記 丸 い 頂 端 部 に 組 み 付 け ら れ た 丸 い カ バ ー （ ６ ２ ） と 、 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ に 記 載 の 電 気 化 学 セ ル 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 電 池 ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） と 、
　 正 極 接 触 タ ー ミ ナ ル （ １ ８ ） と 、
　 負 極 接 触 タ ー ミ ナ ル （ ２ ０ ） と 、
　 前 記 電 池 ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） に 組 み 付 け ら れ 、 前 記 正 極 接 触 タ ー ミ ナ ル お よ び 負 極 接 触
タ ー ミ ナ ル （ １ ８ ， ２ ０ ） と 電 気 的 に 接 触 し て い る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
複 数 の 電 気 化 学 セ ル （ ３ ０ ） と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 多 セ ル 電 池 （ １ ０ ） 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 電 池 ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） は 、 直 方 体 ハ ウ ジ ン グ か ら な る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 多 セ ル 電 池 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 複 数 の 電 気 化 学 セ ル は 、 電 気 的 に 直 列 に 接 続 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 電 気 化 学 セ ル 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 前 記 複 数 の 電 気 化 学 セ ル （ ３ ０ ） を 電 気 的 に 接 続 す る 押 圧 接 点 ス ト
リ ッ プ （ ３ ８ ， ４ ０ ） を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ～ １ ２ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の 多 セ ル 電 池 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 直 方 体 電 池 ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） と 、
　 正 極 接 触 タ ー ミ ナ ル （ １ ８ ） と 、
　 負 極 接 触 タ ー ミ ナ ル （ ２ ０ ） と 、
　 前 記 電 池 ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） に 組 み 付 け ら れ 、 前 記 正 極 接 触 タ ー ミ ナ ル お よ び 負 極 接 触
タ ー ミ ナ ル （ １ ８ ， ２ ０ ） と 電 気 接 触 し て い る 複 数 の 電 気 化 学 セ ル （ ３ ０ ） と 、 を 備 え 、
前 記 複 数 の 電 気 化 学 セ ル （ ３ ０ ） の 各 々 は 、 実 質 的 に 直 方 体 状 の 横 断 面 形 状 を も ち 、 陽 極
（ ６ ８ ） と 、 陰 極 （ ６ ４ ） と 、 セ パ レ ー タ （ ６ ６ ） と を 収 容 す る 実 質 的 に 直 方 体 状 の セ ク
シ ョ ン （ ５ ０ ） を 有 し 、 前 記 陽 極 （ ６ ８ ） は 、 前 記 直 方 体 状 セ ク シ ョ ン （ ５ ０ ） の 円 筒 状
体 積 内 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 複 数 の 電 気 化 学 セ ル （ ３ ０ ） の 各 々 は 、 円 筒 状 端 部 に 組 み
付 け ら れ た 丸 い カ バ ー （ ６ ２ ） を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 多 セ ル
電 池 （ １ ０ ） 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 実 質 的 に 角 柱 状 の 横 断 面 形 状 を も つ 実 質 的 に 角 柱 状 の セ ク シ ョ ン を
有 す る 容 器 （ ６ ０ ） を 設 け る 段 階 を 有 し 、 該 容 器 （ ６ ０ ） は 、 閉 鎖 底 端 部 （ ５ ８ ） お よ び
開 放 頂 端 部 を 更 に 有 し 、
　 前 記 容 器 （ ６ ０ ） の 実 質 的 に 前 記 角 柱 状 セ ク シ ョ ン 内 に 陰 極 （ ６ ４ ） を 配 置 す る 段 階 と
、
　 前 記 容 器 （ ６ ０ ） の 実 質 的 に 前 記 角 柱 状 セ ク シ ョ ン 内 に セ パ レ ー タ （ ６ ６ ） を 、 そ の 一
方 の 面 を 前 記 陰 極 （ ６ ４ ） に 接 触 さ せ て 配 置 す る 段 階 と 、
　 実 質 的 に 前 記 角 柱 状 セ ク シ ョ ン 内 に 陽 極 （ ６ ８ ） を 前 記 セ パ レ ー タ （ ６ ６ ） の 他 方 の 面
に 接 触 さ せ て 配 置 す る 段 階 と 、
　 カ バ ー （ ６ ２ ） を 前 記 丸 い 頂 端 部 に 組 み 付 け る 段 階 と 、 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る
電 気 化 学 セ ル （ ３ ０ ） の 組 立 て 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 実 質 的 に 角 柱 状 の セ ク シ ョ ン を 有 す る 容 器 （ ６ ０ ） を 設 け る 段 階 が
、 円 筒 状 セ ク シ ョ ン （ ５ ２ ） に 前 記 開 放 し た 丸 い 頂 端 部 を 設 け る 段 階 を 更 に 有 す る こ と を
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特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 前 記 実 質 的 に 角 柱 状 の セ ク シ ョ ン が 、 実 質 的 に 直 方 体 状 の セ ク シ ョ
ン （ ５ ０ ） か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ ま た は １ ６ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ８ 】 　 前 記 陰 極 （ ６ ４ ） を 円 筒 状 容 器 内 に 配 置 す る 段 階 と 、
　 前 記 円 筒 状 容 器 を 角 柱 状 金 型 内 に 置 く 段 階 と 、
　 円 筒 状 容 器 の 中 央 部 を 通 し て ラ ム ロ ッ ド を 射 出 し て 陽 極 キ ャ ビ テ ィ を 形 成 し か つ 円 筒 状
容 器 を 角 柱 状 金 型 の 形 状 に 整 形 し て 、 実 質 的 に 角 柱 状 の セ ク シ ョ ン を 形 成 す る 段 階 と を 更
に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ ～ １ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ９ 】 　 前 記 陽 極 （ ６ ８ ） と 接 触 す る 集 電 体 （ ７ ０ ） を 配 置 す る 段 階 を 更 に
含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ ～ １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ０ 】 　 前 記 カ バ ー （ ６ ２ ） が 丸 い カ バ ー か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ５ ～ １ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ １ 】 　 陽 極 （ ６ ８ ） を 配 置 す る 前 記 段 階 が 、 実 質 的 に 前 記 角 柱 状 セ ク シ ョ
ン の 円 筒 状 体 積 内 に 前 記 陽 極 （ ６ ８ ） を 配 置 す る 段 階 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
５ ～ ２ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ２ 】 　 側 壁 、 底 部 お よ び 頂 部 を 備 え た 電 池 ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） を 設 け る 段
階 と 、
　 該 ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） に 正 極 接 点 タ ー ミ ナ ル お よ び 負 極 接 点 タ ー ミ ナ ル （ １ ８ ， ２ ０ ）
を 設 け る 段 階 と 、
　 複 数 の 電 気 化 学 セ ル （ ３ ０ ） を 設 け る 段 階 と 、 を 有 し 、 前 記 各 電 器 化 学 セ ル が 、 実 質 的
に 角 柱 状 の 断 面 形 状 を 備 え 、 活 性 セ ル 材 料 （ ６ ４ ， ６ ８ ） を 収 容 す る 実 質 的 に 角 柱 状 の セ
ク シ ョ ン と 、 カ バ ー （ ６ ２ ） が 組 み 付 け ら れ た 円 筒 状 端 部 と を 有 し 、
　 前 記 直 方 体 ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） 内 で 並 ん で 配 置 さ れ か つ 正 極 接 点 タ ー ミ ナ ル お よ び 負 極
接 点 タ ー ミ ナ ル （ １ ８ ， ２ ０ ） と 電 気 的 に 接 触 し て い る 前 記 複 数 の 電 気 化 学 セ ル （ ３ ０ ）
の 配 列 を 、 隣 接 セ ル の セ ル 壁 の 平 坦 面 が 互 い に 対 面 し か つ 電 池 ハ ウ ジ ン グ に 実 質 的 に 一 致
す る よ う に し て 、 前 記 配 列 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 一 致 す る よ う に 組 み 付 け る 段 階 を 更 に 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 多 セ ル 電 池 の 組 立 て 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ３ 】 　 側 壁 、 底 部 お よ び 頂 部 を 備 え た 電 池 ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） を 設 け る 段
階 と 、
　 該 ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） に 正 極 接 点 タ ー ミ ナ ル お よ び 負 極 接 点 タ ー ミ ナ ル （ １ ８ ， ２ ０ ）
を 設 け る 段 階 と 、
　 複 数 の 電 気 化 学 セ ル （ ３ ０ ） を 設 け る 段 階 と 、 を 有 し 、 前 記 各 電 器 化 学 セ ル が 、 実 質 的
に 角 柱 状 の 断 面 形 状 を 備 え 、 陰 極 （ ６ ４ ） と 、 陽 極 （ ６ ８ ） と 、 セ パ レ ー タ （ ６ ６ ） と を
収 容 す る 実 質 的 に 角 柱 状 の セ ク シ ョ ン を 有 し 、 前 記 陽 極 （ ６ ８ ） が 、 前 記 角 柱 状 セ ク シ ョ
ン の 円 筒 状 体 積 内 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） 内 で 並 ん で 配 置 さ れ か つ 正 極 接 点 タ ー ミ ナ ル お よ び 負 極 接 点 タ
ー ミ ナ ル （ １ ８ ， ２ ０ ） と 電 気 的 に 接 触 し て い る 前 記 複 数 の 電 気 化 学 セ ル （ ３ ０ ） の 配 列
を 、 隣 接 セ ル の セ ル 壁 の 平 坦 面 が 互 い に 対 面 し か つ 電 池 ハ ウ ジ ン グ に 実 質 的 に 一 致 す る よ
う に し て 、 前 記 配 列 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 一 致 す る よ う に 組 み 付 け る 段 階 を 更 に 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 多 セ ル 電 池 の 組 立 て 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ４ 】 　 複 数 の 電 気 化 学 セ ル を 設 け る 前 記 段 階 が 、 各 電 器 化 学 セ ル に 円 筒 状
端 部 を 設 け る 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ５ 】 　 前 記 カ バ ー （ ６ ２ ） が 丸 い カ バ ー か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ ２ ま た は ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ６ 】 　 前 記 実 質 的 に 角 柱 状 の セ ク シ ョ ン は 、 実 質 的 に 直 方 体 状 の セ ク シ ョ
ン （ ５ ０ ） か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ ～ ２ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ７ 】 　 前 記 陰 極 （ ６ ４ ） を 円 筒 状 容 器 内 に 配 置 す る 段 階 と 、
　 前 記 円 筒 状 容 器 を 角 柱 状 金 型 内 に 置 く 段 階 と 、
　 円 筒 状 容 器 の 中 央 部 を 通 し て ラ ム ロ ッ ド を 射 出 し て 陽 極 キ ャ ビ テ ィ を 形 成 し か つ 円 筒 状
容 器 を 角 柱 状 金 型 の 形 状 に 整 形 し て 、 実 質 的 に 角 柱 状 の セ ク シ ョ ン を 形 成 す る 段 階 と 、
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　 陽 極 （ ６ ８ ） を 前 記 陽 極 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配 置 す る 段 階 と 、 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ２ ～ ２ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ８ 】 　 前 記 複 数 の 電 気 化 学 セ ル （ ３ ０ ） の 各 々 を 直 列 に 接 続 す る 段 階 を 更
に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ９ 】 　 電 池 ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） を 設 け る 前 記 段 階 は 、 直 方 体 の 電 池 ハ ウ ジ
ン グ を 設 け る 段 階 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ ～ ２ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方
法 。
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